「ナ 二が 無邪気 だ。 ゥチの 孫娘 は 中学 二年生 だ。 もう 

三年 もた てば ョメに 行く 年 ごろ だとい うのに ハダ 力の 

姿 を 見せ物に されて たまる か」 

そのと き 七ッの 子供が おどろく ベ きこと を 云って 中 

平 をから かった ので ある。 

r ジィ サン、 シ マの 財布 を 肌に つけて 保久呂 湯へ 湯治 

にくる 時の ほか は 放した ことが な いんだつ てね。 今 ご 

ろ 盗まれて いはしまい か」 

中 平 はキチ ガイが 彼の 顔に ぶッ かける 水の こと なぞ 

は 忘れて しまった。 呆気に とられて 子供 を 睨みつ けて 

いた。 彼の 人生に これほどの 重大な ことはなかった の 



彼ら は その 城に 閉じこもる 限リ 安全で、 よその 出来事 

に対して は 「知らない」 という 完璧で 絶対的な 表現が 

あった。 知る はず もない。 みんな それぞれ 離れて いる _ 

そして 戸外に は 光 もない。 彼らが 知っている こと は 中 

平が 「鉢の 木」 を 唸って 通過した こと だけであった。 

結局 犯人が 札 ビラ をき るまで 待つ 以外に 手がない と あ 

きらめて 捜査 は 打ち きりとな つたので ある。 

しかし、 いろいろの ことが 残った。 その 第一 は 中 平 

が フランケン シ ュ タイン 化した こと。 したが つ て 部落 

に 恐慌が 起った こと。 三吉の 家庭の 事情が 悪化した こ 

と。 登 志が ダル マ 宿へ 身 を 売った こと。 それら は 当然 



法の 教育 をう け、 それぞれ 兵隊と なり、 出征して 三人 

ながら 戦死した。 久作 はい まや 一人、 女房 も 死に、 子 

も 孫 もなかった。 

久作 自身 は 兵隊に 行かな か つたので 戦争になる まで 

知らなかった が、 鉄砲 や 大砲が 二 千メ— トル 射撃 ィ！ 

なぞと 号令 を かける もの だとき いて、 兵隊が メ — „ r ル 

法で は 日本 は 負ける と 確信して 云い ふらした。 彼と 

メ ー トル 法の サンタン たる 戦歴 を 知る 村人で はあった 

が、 彼が あま リ にも 所 きらわず 日本の 敗北 を 喚きた て 

るので、 みんなの 気 を わるく させた。 在郷軍人 分会へ 

ひッ たてられて アブ ラを しぼられ たこと も あ つ たが、 



湯 も 湯花が でる。 水の 時 はでない が、 湯に すると、 落 

し 口にた まる。 部落で は 湯花と 云わずに 湯 渋と 云って 

いるが、 この 鉱泉 は 渋の 色 をして いて、 味 も 渋く、 万 

事 渋の 表現が 適して いる。 三吉 はこの 湯 渋と 木炭 をす 

りつぶ して、 これ を 酢で ねる と 打 身 骨折の 霊薬と 称し 

て 売り だした。 これが 意外に 売れて、 湯治の 客 も 買つ 

て 行く が、 近在からの 註文が 少 くなかった。 部落の 

人々 も 用いて みて、 よくき くと いう 評判で ある。 そこ 

で 久作は 怒った。 

「家伝と は 何事 だ。 お前の 代まで なかった もので はな 

ヽ > I 

レカ」 



「大 泥棒が 現れた の は 部落 全体 の 責任 だ から、 犯人が 

でる まで 協力す るの が 当り前 だ」 

「しかし だね。 犯人が 部落の 者 だと は 限らない。 保久 

呂 湯へ 泊つ ていた 七ッの 子供まで お前の シ マの 財布の 

こと を 知っていた ぐらいだ から、 去年 保久呂 湯へ 泊つ 

た 客 も、 オト トシ 保久呂 湯へ 泊った 客 もみん なシ マの 

財布の こと を 知ってい たに 相違ない。 その 中の 悪者が 

姿 を 見せずに 忍んで きて 盗んだ かも 知れない ではない 

ゝ I 

力」 

「それ はだます 言葉 だ」 

「なにが だます 言葉 だ。 保久呂 湯へ 泊った 七ッの 子供 



す ことができなかった。 モウ 盗難から 四十 日 もす ぎて 

いる。 その上、 五 年 も 前から たくらん でいた 仕事 だか 

らヌ カリの ある はず はない。 妙な ところで 抜 目の ない 

工夫に 富んで いる 久作 のこと だから、 石室 自体の 奇怪 

さと 同じように 人の 気付かぬ 秘密 の 仕掛けが ほど - J さ 

れ ている に 相違ない。 石室 そのもの を 解体す る 以外に 

手が な いと 中 平 は 断定した ので ある。 

翌日の 正午 を 期して、 中 平 は 再び 部落の 半鐘 をなら 

した。 今回 は 慌ててで はなく 甚だ 確信 を もってな らし 

たので ある。 集った 部落の 全員 を 眺め まわして、 

「みなに よく 聞いても らいたい ことがあって 集つ て も 



底本： 「坂 口 安吾 全集 M」 筑摩 書房 

1999 (平成 n) 年 6 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「群像 第 九 卷第七 号」 

1954 (昭和が) 年 6 月^日 発行 

初出 ： 「群像 第 九 卷第七 号」 

1954 (昭和^) 年 6 月^日 発行 

入力 .. 

校正 " 小 林繁雄 

2 006 年 9 月ば 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



